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シリーズ大子の風景　「大子町の新庁舎が完成しました！」
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◆令和４年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の補正額は、４３万７千円の
　増額で、補正後の予算の総額は、歳入歳出それぞれ２３億９８４５万２千円となります。

◆令和４年度大子町介護保険特別会計補正予算（第１号）の補正額は、３４２万３千円の増額で、
　補正後の予算の総額は、歳入歳出それぞれ２７億４２２万７千円となります。

　令和４年第２回定例会が、５月 31 日から６月９日までの 10 日間の会期で開催されました。
令和４年度大子町一般会計補正予算など町長から提出された議案 18 件、報告３件、議員から提
出された議案１件、選挙１件を慎重審議し、すべての議案が全会一致で原案どおり可決されま
した。
　一般質問では、７名の議員が登壇し、町政全般についての質問が展開されました。

特別会計補正予算

歳　　　　　入 補　正　額
国庫支出金 3623 万 3 千円

繰越金 5733 万 8 千円

歳　　　　　出 補　正　額
新型コロナワクチン接種事業費 3787 万 7 千円

各種農作物作付支援事業費 2353 万 6 千円

和牛乳牛飼料支援補助金 616 万円

帰省割引事業補助金 69 万 8 千円

茨城デスティネーションキャンペーン事業費 700 万円

一般会計補正予算の主なもの

令和４年　第２回定例会
補正額 9527万6千円の増額
補正後の予算総額
　119億8327万6千円

令和４年 第２回定例会

新型コロナワクチン４回目接種
事業等の補正予算可決！
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第２回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 49 号 大子町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 50 号
大子町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例

原案可決

報告第 1 号 令和３年度大子町一般会計予算継続費繰越計算書の報告について 報告済

報告第 2 号 令和３年度大子町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について 報告済

報告第 3 号 令和３年度大子町水道事業会計予算繰越計算書の報告について 報告済

議案第 51 号
大子町税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めること
について

原案承認

議案第 52 号
大子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を
求めることについて

原案承認

議案第 53 号
令和３年度大子町一般会計補正予算（第１３号）の専決処分の承認を
求めることについて

原案承認

議案第 54 号
令和３年度大子町介護保険特別会計補正予算（第 ４号）の専決処分の
承認を求めることについて

原案承認

議案第 55 号
令和３年度大子町水道事業会計補正予算（第５号）の専決処分の承認
を求めることについて

原案承認

議案第 56 号 和解及び損害賠償の額の決定の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第 57 号
新型コロナウイルス感染症の影響による大子町国民健康保険税の減免
に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 58 号
新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免に関する条
例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 59 号 ごみ巻き込み車の取得について 原案可決

議案第 60 号 し尿収集車の取得について 原案可決

議案第 61 号 包あん機の取得について 原案可決

議案第 62 号 小型動力ポンプ付積載車の取得について 原案可決

議案第 63 号 高規格救急自動車の取得について 原案可決

議案第 64 号 令和４年度大子町一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 65 号 令和４年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
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議案第 66 号 令和４年度大子町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

選挙第 3 号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員補欠選挙
当選
金澤眞人
議員

議員提出議案
第 2 号

議員の派遣について 原案可決

　令和４年第２回臨時会が７月６日に開催され、町長から提出された議案４件について、全会
一致で原案どおり可決されました。

令和４年 第２回臨時会

　　　・住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費　　　　　　　　１１２万円
　　　・子育て世帯生活支援特別給付金事業費　　　　　　　　９８０万１千円
　　　・大子町しあわせ＋

プラス

商品券事業　　　　　　　　　　　９４３１万９千円
　　　・中小企業者応援金事業　　　　　　　　　　　　　　　　　３００万円

一般会計補正予算（歳出）の主なもの

第２回臨時会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 67 号 袋田観瀑施設トンネル内照明改修工事請負契約の締結について 原案可決

議案第 68 号
大子町立学校給食センター防災対応型炊飯センター建設工事請負契約
の締結について

原案可決

議案第 69 号 令和４年度大子町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 70 号 令和４年度大子町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

大子町しあわせ＋（プラス）商品券
事業等の補正予算可決！
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６月、７月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

６月

７月

・第２回定例議会（開会５月31日～６月９日閉会）
・物価高騰に対する経済支援の要望書提出（議会開会前）
・広報委員会
・大子町森林・林業・林産業活性化促進議員連盟（略称　大子町林活議連）総会
・大子町ＩＣＴ教育学校視察（生瀬小学校・南中学校）　〔文教厚生委員会〕
・町内視察（ルネサンス高等学校・大神宮山）　〔総務経済委員会〕
・国道 461 号整備促進協議会総会　〔議長〕

・フォレスパ大子トレーニングジム内覧会　
・第２回臨時会
・定例全員協議会
・子ども議会（オンライン）視聴・町議会正副議長と子ども議会議長団との対談
・常任委員会合同研修視察（山形県飯豊町、米沢市）
・広報委員会
・文教厚生委員会・教育委員・校長会研修会〔文教厚生委員会〕
・宮城県丸森町議会研修視察来町〔議長・副議長・議会運営委員長〕

○物価高騰に対する経済支援の要望書提出
　今回の要望書は、コロナ禍による供給制約や経済再開に伴う需要増加、ウクライナ危機とロシアへ
の経済制裁などで世界全体が経済不安に陥っているため、この経済不安に対して、全ての町民の経済
支援となるよう、昨年に続いて商品券配布等の対策を要望したものです。
　第２回定例会の開会前に、金澤議長と菊池副議長が議会を代表して、高梨町長に要望書を提出しま
した。

ピックアップ

【配慮してほしいこと】
１　商品券は、独居世帯でも使いやす
　　いよう、小口の額面を加えること。

２　事業者の経営支援となるよう換金
　　時の上乗せを実施すること。

３　中小規模の事業者にも公平な支援
　　が行き届くよう、商品券の使用範
　　囲に割合を設けるなどの配慮をす
　　ること。
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○大子町ＩＣＴ教育学校視察（生瀬小学校・南中学校）　　　〔文教厚生委員会〕
　６月１０日に、生瀬小学校と南中学校を訪問して、ＩＣＴ教育の現状を視察しました。
　大子町は全国でも有数のＩＣＴ教育が行われており、多くの教育関係者が県内外から視察に訪れて
いるそうです。
　この日も様々なＩＣＴを活用した授業が行われてお
り、教室で行う事業のほかにも、体育や音楽、技術・家
庭科といった授業にタブレットが活用されていて、従来
の教育環境とは少し違った光景を目の当たりにしまし
た。
　ＩＣＴ教育では、「疑問を持つ・調べる・発見する・
理解する・覚える・喜び」といった自発的な学習が身に
付く、また、年齢層の違いがあってもＩＣＴ教育の利点
は共通するということを、今回の生瀬小学校と南中学校
の視察によって改めて感じました。

○町内視察（ルネサンス高等学校・大神宮山）　　　〔総務経済委員会〕
　６月２１日に、ルネサンス高等学校と大神宮山ハイキングコースを視察しました。
　ルネサンス高等学校は通信制の学校で、平成１８年４月に開校し、令和２年５月に旧浅川小学校か

ら旧黒沢小学校の校舎へ移転しました。教職員は現在
３６名で、生徒数は１，１９６名。生徒はスクーリング
という授業の一環で、大子町へ訪問することになって
おり、様々な体験事業などが行われています。
　大神宮山は、広めの駐車場が整備されていて、駐車場
から山頂まで１５分ほどで行くことができるハイキン
グコースです。以前は、野生生物観察施設が建ち、周
囲には遊歩道が設けられていましたが、老朽化により
現在は撤去されています。

○トレーニングジム内覧会（フォレスパ大子）
　７月８日（金）に新しくオープンしたトレーニングジム施設「フォレスポ」の内覧会に参加し、整
備の状況などを確認してきました。
　「フォレスポ」は大子広域公園（フォレスパ大子内）
に整備されたトレーニングジムで、今回整備された器
具は１５種類です。
　本格的な筋力トレーニングに適したものから、高齢
者の健康維持にも適応した器具が導入されていますの
で、幅広い年代の方々に、ぜひご利用していただきた
い施設です。



常任委員会合同研修視察の概要
　７月１４日・１５日に山形県飯

い い で

豊町、米沢市を視察先として、常任委員会（※）合同研修視察を

実施しました。

　今回の研修のテーマは「ＳＤＧｓ未来都市の取組と成果」及び「交流施設の運営」に関する研修

ということで、総務経済委員会６名、文教厚生委員会５名、担当課職員１名、事務局職員２名が参

加しました。

　飯豊町は、平成３０年に国からＳＤＧｓ未来都市に選定され、様々な取組が行われおり、「飯豊

型エコハウス」や「ながめやまバイオガス発電所」などを視察しました。

　米沢市の「市民交流施設ナセＢ
バ

Ａ」は市民ギャラリーと図書館からなる施設で、壁一面に３０万

冊の蔵書が並んでいる風景は圧巻で、見応えも読み応えもある施設でした。

　そのほか、今年４月にオープンした「道の駅ふくしま」や防災道の駅に指定されている「道の駅い

いで」を訪問して、施設の管理運営などのお話を伺いました。
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常任委員会合同研修視察

※常任委員会とは
常任委員会は、議会の委員会条例で定められていて、「総務経済委員会」と「文教

厚生委員会」、それと「予算・決算委員会」の３つの委員会があります。議員は「総

務経済委員会」か「文教厚生委員会」のいずれかに所属して、それぞれが担当す

る事務の調査や議案・請願・陳情などの調査を行います。「予算・決算委員会」は、

議長を除くすべての議員が委員となり、予算を決める時の調査や、決算の内容な

どを審査します。

≪視察した施設の概要≫
■飯豊型エコハウス
　県産材をふんだんに使用し、素材や気候を熟知し

た地元の工務店が施工にあたる地産地消の住宅です。

この地で生まれてきたモノ、技術を取り入れた「飯

豊型エコハウス」を通じて地域の資源と経済が循環

するまちを目指しています。
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■ながめやまバイオガス発電所
　日本三大和牛である「米沢牛」の４割を生産する飯
豊町。従来は、廃棄物として処理されていた牛の糞尿
を燃料源として活用し、「バイオガス発電事業プロジェ
クト」として稼働しています。
　平成 16 年度に家畜排せつ物を効率的に堆肥化して農
地に還すための有機肥料センターを整備しました。令
和２年度には、家畜排せつ物等を活用したバイオガス
発電事業が民間主体で進み、周辺への臭気対策を含め、
環境に配慮した耕畜連携の循環型農業に取り組んでい
ます。

■市民交流施設「ナセ B
バ
A」

　市民ギャラリーと図書館からなる施設で、市民の交
流と賑わいと活力あるまちづくりの核を形成する役割
を担っています。外壁には、特殊加工した市有林杉材
の間伐材 300 本を使用し断熱効果を高めています。施
設は、市から指定管理を受託した公益法人米沢上杉文
化振興財団が運営しています。

・敷地面積　　3,218㎡　延床面積　6,193㎡
・構　　造　　鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）
　　　　　　　５階建て
・図 書 館　　蔵書冊数 30 万冊
　　　　　　　こどもコーナー、録音室・対面朗読室他
・ギャラリー　展示室 740㎡、ブックカフェ他

■道の駅ふくしま（2022年４月にオープン）
　吾妻連峰を見渡す最高のロケーションで、「屋内子ど
もの遊び場」や「ドッグラン」を備えた大人も子どもも、
愛犬も楽しめる道の駅。防災倉庫や耐震性貯水槽、太
陽光発電を完備していて、防災面を意識した環境にも
優しい道の駅です。

■道の駅いいで
　新潟と宮城を結ぶ国道１１３号のほぼ中央地点にあ
り、防災道の駅に選定されている道の駅です。過去の
災害の教訓を生かし、マンホールトイレ、自家発電庫、
道路情報モニター・テレビなど、たくさんの防災設備
が備わっている施設で、駅長さんの熱のこもったお話
を聞くことができました。
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長
は
、
平
成
16

年
度
に
家
畜
排
せ
つ
物
を
効
率
的
に
堆

肥
化
し
て
農
地
に
還
す
た
め
の
有
機
肥

料
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
令
和
２
年
度
に

は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
が
民
間
主

体
で
進
み
、
周
辺
へ
の
臭
気
対
策
を
含

め
、
環
境
に
配
慮
し
た
耕
畜
連
携
の
循

環
型
農
業
に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
を
熱

く
語
ら
れ
て
い
た
。

　

町
全
体
が
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
り
、
町

づ
く
り
に
取
組
む
姿
は
見
習
う
べ
き
で

あ
る
と
痛
感
し
た
。
人
材
育
成
、
企
業

と
の
連
携
、
企
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
の

必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。

（
須
藤
　
明
）

　

今
回
の
議
会
常
任
委
員
会
合
同
視

察
は
、
山
形
県
飯
豊
町
と
米
沢
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
日
目
の
飯
豊
町
は
山
形

県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
面
積
は
大

子
町
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
総
面
積
の
８

割
が
山
林
で
す
。
人
口
は
６
千
５
百

人
位
で
す
。
冬
は
雪
の
多
い
豪
雪
地

帯
で
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
豊
町
は
国
連
で
採
択
さ
れ
た
17

の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
積
極
的
に
推
進
す
る
自
治
体
と
し

て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し

て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
と
し
て
は
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
、「
手
づ
く
り
の
ま
ち

い
い
で
」
と
い
う
事
で
、『
自
分
達

の
ま
ち
は
自
分
達
で
守
る
』
を
主
体

に
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
へ
の

対
応
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
産

地
消
な
ど
の
、
域
内
循
環
型
社
会
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
代
表

的
な
も
の
は
、
こ
の
後
視
察
し
た
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
や
エ
コ
タ
ウ
ン
の
建

設
な
ど
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
自
然

文
化
と
最
先
端
科
学
が
優
遇
す
る
ま

ち
を
目
指
し
て
、
飯
豊
電
池
バ
レ
ー

構
想
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
訪
れ
た
次
世
代
エ
コ
ハ
ウ
ス

は
、
町
有
地
に
高
気
密
・
高
断
熱
で

冷
暖
房
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を

低
く
抑
え
、
ま
た
、
建
築
材
料
は
県

産
材
を
使
用
し
、
施
工
業
者
は
町
内

業
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
21

区
画
整
備
さ
れ
て
い
る
中
、
６
区
画

が
販
売
済
み
で
し
た
。

　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
な
が
め
や

ま
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所
で
す
。
こ
の

施
設
は
、
家
畜
の
排
せ
つ
物
を
原
料

と
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
で
す
。
日

本
三
大
和
牛
「
米
沢
牛
」
の
４
割
を

生
産
す
る
飯
豊
町
は
、
地
域
環
境
の

整
備
と
資
源
循
環
社
会
の
構
築
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
環
境
汚
染
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
施
設

に
提
供
し
て
い
る
畜
産
農
家
は
、
大

子
市
場
に
も
和
牛
の
雌
を
購
入
に
来

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

２
日
目
の
研
修
は
、
米
沢
市
の
中

心
部
に
建
設
さ
れ
た
総
合
文
化
施

設
で
す
。
名
前
は
ナ
セ
Ｂ
Ａ
、
名
前

の
由
来
は
、
米
沢
藩
９
代
藩
主
上
杉

鷹
山
公
の
名
言
、
な
せ
ば
な
る
の
ナ

セ
、
Ｂ
Ａ
は
本
と
ア
ー
ト
と
か
ら
き

て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
が
進
む
中
、
市
街
地

活
性
化
の
中
核
事
業
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
１
階
が
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
２
階
か
ら
市
立
米
沢
図
書
館

で
、
吹
き
抜
け
の
五
階
ま
で
の
図
書

館
は
圧
巻
で
す
。 

書
庫
に
は
、
旧

米
沢
藩
の
古
文
書
な
ど
が
収
め
ら
れ

て
お
り
、
市
民
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
多
く
の
市
民
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
利
用
者
数
が
減
少
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
、
公
益
法
人
財
団
の
指
定
管
理

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
い
か
に
購
読

者
数
を
増
や
す
か
が
課
題
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
２
日
間
の
研
修
で

感
じ
た
事
は
、
ま
ず
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
は
住
民
主
体
で
あ
る
。ま
た
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
は
自
分
達

の
ま
ち
の
特
色
を
い
か
に
発
掘
す
る

の
が
鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。（
齋
藤
忠
一
）
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針など不明な点を聞いて、明らかにすることです。
　また、町長等の答弁を受け、疑問を問い、確かめることはもとより、町民の立場に立った
事務事業の改善や施策提言をすることも議員の重要な権限です。

令和４年 第２回定例会

町政に
ここが聞きたい！これを言いたい！

７名の議員が一般質問！！
質　　問　　内　　容 ページ 質　　問　　者

トレーニングジムの器具種類は
大子研修センターの利用規程について
町長の就任後の事業評価と今後について

P.11 大森　勝夫　議員

がん検診受診率向上のための施策は
教育支援センターの現状は

P.12 福田　祥江　議員

古民家を通じた資源の提供を
利便性を向上し更なる交流人口の促進を
担い手不足の解決策として就農の環境整備を

P.13 飯村　　剛　議員

移住者と町民の交流の場を設けては
フィルムコミッションの推進について

P.14 川井　正人　議員

交付金を活用した新たな支援策は
情報格差を解消するための施策を

P.15 藤田　　稔　議員

特区に対する町の考え方は
農業や観光の具体的な振興策は

P.16 菊池　富也　議員

トレーニングジムに指導者配置を
准
じゅんでい

胝観音菩薩を町文化財指定に
P.17 須藤　　明　議員

一般質問目次

おうちで議会を視聴しよう！
　現在はコロナ感染症の影響で傍聴者の人数を制限しています。大子町では議会中継を
行っていますので、スマートフォンなどを利用して自宅で議会の様子を見ることもでき
ます。定例会や臨時会の様子を生中継するとともに、録画配信も行っていますので、是
非ご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

を
フ
ォ
レ
ス
パ
大
子
に
整
備
予

定
だ
。
健
康
維
持
に
は
有
酸
素

運
動
が
適
し
、
筋
力
増
強
に
は

高
負
荷
の
器
具
が
適
す
る
な
ど
、

目
的
に
よ
り
器
具
の
種
類
が
異

な
る
。
整
備
予
定
の
器
具
は
ど

の
よ
う
な
種
類
に
な
る
の
か
。

【
建
設
課
長
】
15
種
類
の
器
具

を
整
備
す
る
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
系
は
９
種
類
。
有
酸
素
運

動
系
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン

４
台
と
自
転
車
マ
シ
ン
で
サ
ド

ル
型
と
背
も
た
れ
型
を
各
３
台
、

さ
ら
に
ス
ト
レ
ッ
チ
系
３
種
類

を
予
定
し
て
い
る
。

【
大
森
】
運
動
量
が
可
視
化
で
き

る
と
継
続
の
意
欲
が
わ
く
。
県

が
提
供
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
使
っ
た「
元
気
ア
ッ
プ
！

リ
い
ば
ら
き
」
の
よ
う
な
運
動

管
理
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、
意

識
向
上
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

【
建
設
課
長
】
運
動
量
の
把
握
は

健
康
状
態
の
把
握
に
な
る
と
考

え
る
。
ジ
ム
利
用
と
併
用
が
可

能
な
ア
プ
リ
な
ど
可
能
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
大
森
】
大
子
研
修
セ
ン
タ
ー
へ

の
宿
泊
は
研
修
者
の
み
の
規
程

だ
。
新
庁
舎
に
隣
接
す
る
立
地

な
の
で
、
研
修
に
限
ら
ず
、
町

の
事
業
に
関
す
る
ス
タ
ッ
フ
が

宿
泊
で
き
る
規
程
に
な
れ
ば
施

設
の
価
値
が
増
す
と
思
わ
れ
る
。

検
討
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
、
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
係
わ
る
ス
タ

ッ
フ
の
宿
泊
利
用
な
ど
は
あ
っ

た
が
、
理
事
長
の
認
可
を
得
た

う
え
だ
っ
た
。
事
業
効
率
を
考

え
て
規
程
の
見
直
し
を
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
大
森
】
高
梨
町
長
が
就
任
し
て

約
三
年
半
が
経
つ
。
台
風
19
号

で
被
災
し
復
興
を
進
め
る
な
か
、

国
よ
り
防
災
道
の
駅
の
認
定
を

受
け
た
。
ま
た
地
域
公
共
交
通

の
整
備
な
ど
、
新
た
な
取
組
が

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
事
業
の
検

証
を
含
め
て
現
時

点
で
の
評
価
を
問

う
。
ま
た
、
継
続

的
な
事
業
が
多
い
。

そ
れ
ら
を
完
遂
す

る
た
め
に
は
、
今

年
の
暮
れ
に
あ
る

町
長
選
挙
を
乗
り

越
え
る
必
要
が
あ

る
。
町
長
選
挙
へ

の
考
え
を
問
う
。

【
町
長
】
町
長
就

任
後
、
公
約
の
実

現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
き
た
。
コ

ロ
ナ
や
台
風
な
ど

災
害
が
多
か
っ
た

が
、
水
郡
線
の
橋

梁
復
旧
が
短
期
間
で
完
了
で
き

た
の
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
賜
物
と
感
じ
る
。
復
興
と
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
「
ま
ち
な
か

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
進
め
る
こ
と
で
、

全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ

る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入

し
た
自
治
体
で
は
、
電
話
対
応

が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
う
問
題
が

露
呈
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ

ー
は
そ
れ
を
回
避
で
き
る
。

　

ま
た
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ

対
応
も
関
係
者
一
丸
と
な
り
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

教
育
分
野
で
は
、
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
研
修
や
児
童
生

徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

先
進
的
な
教
育
環
境
を
整
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
新
規
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
任
期

を
ま
た
い
で
継
続
す
る
案
件
が

多
い
。
次
期
の
政
策
を
確
実
な

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

次
の
４
年
に
お
い
て
も
町
の
か

じ
取
り
が
で
き
る
よ
う
、
選
挙

に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
の
器
具
種
類
は

15
種
類
の
器
具
を
目
的
ご
と
に
整
備

大森勝夫 議員

答 問

一般質問

民営がむずかしい分野を行政が支援する好例

大
子
研
修
セ
ン
タ
ー
の

利
用
規
程
に
つ
い
て

町
長
の
就
任
後
の
事
業

評
価
と
今
後
に
つ
い
て



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
国
民
の
２
人
に
１
人

が
が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
診
断
時
の
年
齢
が
若
年

化
し
て
き
て
い
る
。
が
ん
検
診

の
目
的
は
、
病
気
を
早
期
に
見

つ
け
て
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
死
亡
率
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
が
、
が
ん
検
診

の
受
診
率
を
上
げ
な
い
と
目
的

の
達
成
が
難
し
く
な
る
。
そ
こ

で
大
子
町
の
が
ん
検
診
の
受
診

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
健
康
増
進
課
長
】
国
と
県
の

が
ん
検
診
指
針
に
基
づ
き
５
つ

の
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
る
。

町
が
実
施
す
る
以
外
に
事
業
所

で
も
行
わ
れ
て
い
る
事
か
ら
正

確
に
は
把
握
で
き
な
い
が
、
令

和
３
年
度
の
受
診
者
数
は
肺
が

ん
２
１
８
２
人
、
胃
が
ん
４
０

９
人
、大
腸
が
ん
１
３
４
５
人
、

乳
が
ん
５
５
６
人
、
子
宮
が
ん

５
２
６
人
と
な
っ
て
い
る
。

【
福
田
】
国
の
が
ん
対
策
推
進

基
本
計
画
で
は
受
診
率
50
％
が

個
別
目
標
の
一
つ
だ
が
、
茨
城

県
に
お
い
て
は
５
つ
の
が
ん
検

診
の
全
て
が
目
標
を
達
成
し
て

い
な
い
。
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
調
査
で
は
、
30
代
で
は
乳
が

ん
と
子
宮
が
ん
に
か
か
る
割
合

が
が
ん
全
体
の
１
位
と
２
位
に

な
っ
て
い
る
が
、
医
学
の
進
歩

に
よ
り
早
期
に
発
見
す
れ
ば
90

％
以
上
が
治
る
病
気
に
な
っ
て

い
る
。
仕
事
や
育
児
に
忙
し
い

女
性
が
受
診
し
や
す
い
よ
う
に

個
別
受
診
で
き
る
医
療
機
関
を

増
や
し
た
り
、
ア
プ
リ
で
空
き

情
報
の
発
信
を
し
た
り
で
き
な

い
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
選
択
肢
を

広
げ
受
け
や
す
さ
に
つ
な
げ
る

た
め
、
新
た
な
受
診
先
の
確
保

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
ま
た
現
在
は
予
約
の
空
き

情
報
を
お
知
ら
せ
版
で
知
ら
せ

て
い
る
が
、
今
後
、
ア
プ
リ
の

用
す
る
の
は
ど
う
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
校

長
会
で
の
周
知
、
町
の
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

新
し
い
広
報
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
。

【
福
田
】
周
知
と
共
に
、
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
に
送
迎
時

の
タ
ク
シ
ー
費
用
の
助
成
や
給

食
の
提
供
な
ど
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
大

子
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施

行
規
則
に
お
い
て
「
通
室
は
児

童
生
徒
の
保
護
者
の
責
任
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
、
昼
食
は

持
参
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ

れ
て
い
る
の
で
同
様
の
対
応
と

し
た
い
。

【
福
田
】
本
来
、
通
室
す
る
児

童
生
徒
は
給
食
無
料
化
の
対
象

者
で
あ
る
が
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
今

後
の
将
来
的
な
選
択
肢
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
で
は
考
え
て
い

く
。

活
用
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
福
田
】
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第

30
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
校

で
き
な
い
児
童
生
徒
に
対
し
て

自
主
性
や
社
会
性
の
育
成
を
図

る
と
共
に
教
育
相
談
を
行
い
、

学
校
生
活
へ
の
適
応
を
支
援
す

る
た
め
に
「
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
す
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、

案
内
と
し
て
子
ど

も
が
プ
リ
ン
ト
を

持
ち
帰
る
、
ま
た

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
と
い

う
こ
と
は
行
わ
れ

て
い
る
が
、
施
設

の
周
知
が
足
り
な

い
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
学
校
か
ら

の
連
絡
方
法
は
メ

ー
ル
が
あ
る
。
ま

た
町
の
公
式
ア
プ

リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
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が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
の
施
策
は

啓
蒙
と
新
た
な
検
診
先
の
確
保
に
取
り
組
む

福田祥江 議員

一般質問

池田にある教育支援センター「山びこ広場」

答 問

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
現
状
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
飯
村
】
古
民
家(

旧
吉
成
邸)

を
活
用
し
た
飲
食
店
事
業
『
だ

い
ご
茶
房
』
を
昨
年
秋
に
行
い

好
評
を
得
た
。
今
年
度
の
活
用

に
つ
い
て
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
実
施
で

き
る
よ
う
に
現
在
調
整
を
進
め

て
い
る
。
つ
い
て
は
メ
ニ
ュ
ー

開
発
と
調
理
指
導
を
外
部
の
シ

ェ
フ
に
依
頼
し
、
町
内
の
団
体

等
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
頂
く
よ

う
な
形
を
考
え
て
い
る
。

【
飯
村
】
将
来
的
な
古
民
家
運

営
の
取
組
に
つ
い
て
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
地
域
お

こ
し
協
力
隊
な
ど
活
躍
で
き
る

人
材
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
地
域

活
性
化
企
業
人
『
さ
と
ゆ
め
』

に
よ
り
実
装
に
向
け
た
事
業(

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
フ
ェ
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
農
業
体
験
な

ど)
の
構
築
を
図
っ
て
お
り
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
本
格
運
営

を
目
指
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
な
ど

さ
ら
に
公
共
交
通
機
関
へ
の
取

組
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
奥
久

慈
お
出
か
け
快
速
バ
ス
の
実
証

運
行
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】Ｇ
Ｗ
、お
盆
、

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
、
年
末
年

始
と
年
26
日
間
の
運
行
を
行
っ

て
い
く
。
Ｇ
Ｗ
期
間
中
７
日
間

の
運
行
の
実
施
で
は
、
１
１
０

名
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。

【
飯
村
】
運
行
ダ
イ
ヤ
で
は
１

日
３
往
復
、
停
留
所
は
大
子

駅
、
旧
上
岡
小
学
校
、
那
須
塩

原
駅
の
３
か
所
だ
が
、
今
後
は

停
留
所
の
増
設
を
行
っ
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
都
市
部
か
ら
の

交
流
人
口
の
促
進
、
観
光
誘
客

に
繋
が
る
事
業
な
ど
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
茶
の
里
公

園
な
ど
停
留
所
追
加
の
要
望
が

あ
り
実
施
し
て
い
き
た
い
。
事

業
で
は
経
済
産
業
省
連
携
事
業

︵

都
市
圏
の
企
業
へ
の
研
修
企

画︶

帰
省
割
引
事
業︵

30
歳
未

満
の
方
へ
の
新
幹
線
代
金
の
半

額
補
助︶

を
行
っ
て
い
く
。

【
飯
村
】
就
農
者
の
た
め
に
町

で
行
っ
て
い
る
既
存
の
担
い
手

支
援
策
は
。

【
農
林
課
長
】
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
、
後
継
者
応
援
給

付
金
、
機
械
や
整
備
の
導
入
補

助
、
収
入
保
険
加
入
促
進
支
援

金
な
ど
行
っ
て
い
る
。

【
飯
村
】
担
い
手
不
足
の
課
題

解
決
に
向
け
て
の
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
は
。

【
農
林
課
長
】
本
年
５
月
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

推
進
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
今

後
、
農
林
業
の
作
業
効
率
化
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
飯
村
】
農
林
水
産
省
が
進
め

る
農
業
Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
効
率
の
高
い
農

業
経
営
を
図
る)

に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。

【
農
林
課
長
】
人
口
減
少
社
会

に
お
い
て
産
業
競
争
力
や
地
域

社
会
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
が
農
業
の
変
革
に
重

要
な
課
題
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
加
速
化
の
推
進
が
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

【
飯
村
】
行
政
が
担
う
役
割
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

【
農
林
課
長
】
草
刈
ロ
ボ
ッ
ト

や
農
薬
散
布
ド
ロ
ー
ン
等
の
補

助
事
業
の
推
進
、
農
林
水
産
省

共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な

ど
町
独
自
の
農
業
に
合
っ
た
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
。
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大子町の地産地消の新たな可能性を探る場『旧吉成邸』

遊休農地を活用（楮の植栽）

利
便
性
を
向
上
し
更
な

る
交
流
人
口
の
促
進
を

担
い
手
不
足
の
解
決
策
と

し
て
就
農
の
環
境
整
備
を

古
民
家
を
通
じ
た
資
源
の
提
供
を

農
家
民
泊
な
ど
事
業
の
構
築
を
図
る

飯村　剛 議員

一般質問

問答



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
大
子
町
に
は
、
現
在

た
く
さ
ん
の
空
き
家
が
増
え
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
等
が
普
及
し
、
地

方
で
の
居
住
や
二
拠
点
生
活
等

の
考
え
方
が
20
代
、
30
代
、
40

代
の
価
値
観
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
仕
事
に
合
わ
せ
た
居

住
地
選
び
か
ら
、
住
み
た
い
場

所
に
居
住
し
な
が
ら
状
況
に
合

わ
せ
て
通
勤
や
仕
事
が
で
き
る

よ
う
な
社
会
環
境
が
生
ま
れ

た
。
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
て
大
子
町
に
移
住
す
る
方

が
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
。

ま
ず
現
在
の
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
状
況
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
５
月
末

現
在
の
登
録
者
数
は
累
計
４
０

７
名
、
紹
介
可
能
な
物
件
登
録

数
は
34
件
。
新
規
登
録
者
数
の

推
移
は
、令
和
元
年
度
は
18
名
、

令
和
２
年
度
は
59
名
、
令
和
３

年
度
は
１
３
０
名
と
い
う
状

況
。
令
和
元
年
度
と
昨
年
度
を

比
較
す
る
と
約
7.2
倍
の
増
加
。

【
川
井
】
空
き
家
の
成
約
件
数

の
状
況
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
令
和
元

年
度
は
13
件
、
令
和
２
年
度
は

25
件
、
令
和
３
年
度
は
40
件
。

成
約
件
数
は
、
新
規
登
録
者
数

の
増
加
と
比
例
し
て
約
３
倍
と

い
う
状
況
で
あ
る
。

【
川
井
】
町
民
の
方
も
一
緒
に

交
流
す
る
場
が
あ
れ
ば
も
っ
と

移
住
者
と
町
民
の
距
離
が
縮
ま

り
、
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

移
住
者
同
士
の
情
報
交
換
や
町

民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
移
住
者
と
町
民
の
交
流
の

場
を
設
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
る
が
、
町
の
考
え
を
伺

う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
交
流
会

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

約
半
数
の
方
に
お
い
て
は
、
町

民
の
方
と
の
交
流
を
希
望
し
て

い
る
。
共
通
の
趣
味
を
持
て
る

よ
う
な
町
民
の
方
と
も
交
流
で

き
る
よ
う
な
開
催
方
法
に
つ
い

す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
非
営

利
団
体
の
こ
と
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
に
は
魅

力
的
な
撮
影
場
所
が
数
多
く
存

在
し
、
様
々
な
撮
影
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
宿
泊

や
食
事
等
、
経
済
効
果
は
非
常

に
大
き
い
。
フ
ァ
ン
の
ロ
ケ
地

巡
り
等
も
観
光
誘
客
に
つ
な
が

り
、
町
と
し
て
も
強
く
推
進
を

し
て
い
る
。
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
現
状
は
、
令
和
２
年

９
月
か
ら
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
担
当
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
１
名
採
用
。
隊
員
が
ロ
ケ

地
誘
致
に
努
め
昨
年
度
は
30
件

の
ロ
ケ
実
績
。
今
後
の
展
望
は

隊
員
の
在
任
中
に
後
継
者
の
育

成
、
事
業
を
町
内
に
根
付
か
せ

る
活
動
、
さ
ら
な
る
撮
影
の
誘

致
に
つ
な
が
る
環
境
整
備
を
進

め
る
。

て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
川
井
】
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
ド
ラ
マ
や
映
画
、
Ｃ
Ｍ

撮
影
等
を
通
じ
て
地
域
の
知
名

度
や
地
域
愛
着
度
を
向
上
さ

せ
、
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
が

る
。
直
接
的
、
間
接
的
な
経
済

効
果
が
見
込
め
地
域
活
性
化
対

策
と
し
て
以
前
か
ら
非
常
に
注

目
さ
れ
て
い
る
。大
子
町
で
は
、

廃
校
に
な
っ
た
旧
上
岡
小
学
校

や
旧
西
金
小
学
校
等
の
木
造
校

舎
、
ま
た
特
徴
の
あ
る
橋
や
製

材
所
等
が
撮
影
場
所
と
し
て
数

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
子
町
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
現
状
と
今
後
の
展

望
を
伺
う
。

※
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

は
映
画
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ

Ｍ
等
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
誘
致

し
、
撮
影
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
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移
住
者
と
町
民
の
交
流
の
場
を
設
け
て
は

共
通
の
趣
味
を
持
て
る
様
な
交
流
を
検
討

川井正人 議員

一般質問

答 問

朝ドラ『なつぞら』のロケ地、
旧西金小学校

古民家をリノベーションしたカフェ

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
推
進
に
つ
い
て



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
藤
田
】
今
年
度
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
額
と
新
た
な
支
援

策
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

１
億
１
９
３
３
万
５
千
円
で
あ

る
。
町
立
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
委
託
料
、
那
須
塩
原
大
子

間
路
線
バ
ス
運
行
実
証
業
務
等

で
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
議
会
か
ら
要
望
し
て

い
る
町
民
へ
の
商
品
券
配
布
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】
困
窮
し
て
い
る
生
活

世
帯
へ
の
応
援
、
物
価
高
に
よ

る
支
援
等
、
前
向
き
に
検
討
し

【
消
防
長
】
国
や
県
の
動
向
に

注
視
し
て
い
き
た
い
。

【
町
長
】
事
業
の
効
果
や
継
続

性
な
ど
考
え
、
投
入
す
る
か
ど

う
か
も
皆
様
と
議
論
を
重
ね
て

進
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

【
藤
田
】
情
報
の
格
差
を
解
消

す
る
た
め
に
高
齢
者
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
購
入
す
る
際
に
、

高
齢
化
率
の
高
い
当
町
に
お
い

て
独
自
に
費
用
を
助
成
で
き
な

い
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
今
年
度

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
連
携
事
業

で
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
や
出
張
ド

コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
相
談
会
を
各
地

区
で
開
催
し
て
い
き
た
い
。
現

時
点
で
は
、
補
助
金
の
交
付
は

検
討
し
て
い
な
い
。
高
齢
者
を

取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
等

を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要
性
が

生
じ
た
際
に
は
慎
重
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。

て
鋭
意
進
め
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
社
会
福
祉
協
議
会
に

は
相
談
件
数
が
多
く
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
重
層
的
に
支
援
策

は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
有
効
な

交
付
金
の
活
用
と
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
支
援
充
実
に
努
め
る
。

【
藤
田
】
農
業
関
係
者
団
体
等

か
ら
の
要
望
等
が
あ
り
、
ど
の

様
な
支
援
を
さ
れ
て
き
た
の

か
。

【
農
林
課
長
】
大
子
町
畜
産
農

業
協
同
組
合
か
ら
生
産
の
維
持

拡
大
、
施
設
整
備
、
新
規
就
農

者
等
の
後
継
者
の
確
保
、
飼
料

の
確
保
等
に
対
す
る
町
独
自
の

支
援
の
実
施
、
畜
協
の
行
う
繁

殖
牛
の
維
持
・
拡
大
の
推
進
指

導
等
に
関
す
る
支
援
の
実
施
に

つ
い
て
要
望
書
の
提
出

を
受
け
て
い
る
。
町
と

し
て
こ
れ
ら
に
対
し
て

は
、
繁
殖
和
牛
生
産
推

進
事
業
、
認
定
農
業
者

育
成
支
援
事
業
、
新
規

需
要
米
推
進
事
業
、
中

山
間
地
域
農
業
基
盤
整

備
事
業
等
を
実
施
し
て

い
る
。

　

本
年
度
も
特
産
品
等

の
支
援
事
業
を
補
正
予

算
に
計
上
し
、
町
と
し

て
必
要
な
支
援
を
行
う

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

る
。

【
藤
田
】
町
で
は
地
域
に
お
け

る
防
災
の
担
い
手
と
な
る
防
災

士
の
養
成
を
促
進
し
て
い
る
。

防
災
士
は
何
名
い
る
の
か
。
ま

た
、
防
災
士
に
ど
の
様
な
活
動

を
求
め
て
い
く
考
え
か
。

【
総
務
課
長
】
44
名
が
合
格
し

た
。
町
職
員
で
は
15
名
が
資
格

を
持
っ
て
い
る
。
女
性
は
５
名

と
な
っ
て
い
る
。
防
災
訓
練
等

で
の
講
師
、
災
害
時
の
住
民
の

安
否
確
認
、
救
出
、
救
助
、
応

急
手
当
、
初
期
消
火
、
避
難
誘

導
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
頂
け

る
と
期
待
し
て
い
る
。

【
藤
田
】
防
災
士
に
よ
る
会
等

の
設
立
や
そ
ろ
い
の
ベ
ス
ト
な

ど
の
作
成
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

【
総
務
課
長
】
ど
ち
ら
も
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
藤
田
】
消
防
本
部
や
消
防
団

に
ド
ロ
ー
ン
整
備
が
拡
充
さ
れ

た
。
災
害
時
や
捜
索
な
ど
に
有

効
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
セ

ン
ス
取
得
は
高
額
と
い
う
課
題

も
あ
る
。
導
入
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。
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交
付
金
を
活
用
し
た
新
た
な
支
援
策
は

町
民
の
皆
さ
ん
の
支
援
充
実
に
努
め
る

藤田　稔 議員

一般質問

情
報
格
差
を
解
消

す
る
た
め
の
施
策
を

災害などに対応できるドローンの導入を

問答



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
町
長
の
施
策
に
空
き
家
の

活
用
や
遊
休
農
地
の
活
用
が
あ
る
。

し
か
し
、
空
き
家
を
利
用
し
て
移
住

し
た
方
や
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い

方
が
、
農
地
法
等
の
関
係
で
、
農
地

を
取
得
で
き
な
い
で
い
る
。
ま
た
、

農
業
人
口
の
減
少
、
後
継
者
不
足
、

荒
廃
地
の
増
加
な
ど
の
改
善
の
た
め

に
も
農
業
特
区
（
構
造
改
革
特
別
区

域
）
を
国
に
申
請
し
、
農
業
の
振
興

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。
全
国
的
な
規

制
の
見
直
し
の
先
駆
け
と
な
れ
ば
、

農
業
振
興
の
町
と
し
て
大
き
な
飛
躍

を
遂
げ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
農

地
の
権
利
取
得
に
は
、農
地
法
の
様
々

な
規
定
が
あ
り
、
町
農
業
委
員
会
の

許
可
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
農
地
取

得
後
に
一
定
の
面
積
に
達
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
下
限
面
積
要
件
が
あ
る
。

本
年
５
月
の
法
改
正
で
、
下
限
面
積

の
要
件
の
廃
止
が
決
ま
っ
た
の
で
、

町
と
し
て
も
様
々
な
状
況
を
鑑
み
検

討
す
る
。

【
町
長
】
人
・
農
地
関
連
法
の
成
立

に
よ
り
下
限
の
規
制
は
自
治
体
の
判

断
に
な
る
と
思
う
が
、
新
規
事
業
者

に
は
厳
格
に
審
査
を
し
て
対
応
す
る
。

【
菊
池
】
町
長
の
施
策
の
一
つ
で
も

あ
る
か
ら
早
め
に
対
処
し
て
ほ
し
い
。

次
に
、
全
国
的
に
も
多
く
の
市
町
村

が
認
定
さ
れ
て
い
る
観
光
特
区
に
つ

い
て
伺
う
。
町
の
観
光
地
は
、
国
定

公
園
内
、
環
境
保
護
区
域
内
な
ど
で

あ
る
か
ら
開
発
に
は
多
く
の
規
制
が

か
か
っ
て
い
る
。
や
み
く
も
に
開
発

す
る
こ
と
は
問
題
だ
が
、
自
然
環
境

を
守
り
な
が
ら
、
景
観
や
安
全
の
た

め
の
整
備
は
、
町
独
自
の
判
断
で
で

き
る
よ
う
な
観
光
特
区
に
で
き
な
い

か
町
の
考
え
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
光
開
発
と

自
然
保
護
の
両
立
は
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
各
区
域
に
お
い
て
は
、
開

発
行
為
等
が
制
限
さ
れ
、
自
然
環
境

の
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
、
迅

速
な
観
光
整
備
に
影
響
を
与
え
て
い

る
面
も
あ
る
。
ま
た
、
県
が
指
定
し

た
自
然
公
園
区
域
な
ど
に
つ
い
て
国

に
特
区
申
請
を
行
う
場
合
は
、
県
と

の
調
整
が
必
要
に
な
る
た
め
、
調
査

研
究
が
必
要
で
あ
る
。

【
町
長
】県
の
考
え
方
、国
の
考
え
方
、

町
が
向
か
う
方
向
が
合
致
し
な
い
と

良
い
方
向
に
は
行
か
な
い
。
構
造
特

区
と
い
う
名
の
下
に
当
て
は
め
る
の

は
厳
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
農
業
の
就
業
人
口
が
減
少

し
遊
休
農
地
が
増
え
て
い
る
、
具
体

的
な
施
策
は
。

す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
地

権
者
へ
の
用
地
購
入
等
の
説
明
が
遅

れ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

【
町
長
】
現
在
、
３
事
業
が
同
時
に

進
行
し
て
い
る
た
め
遅
れ
て
い
る
。

地
権
者
に
は
国
土
交
通
省
が
対
応
し

て
い
る
た
め
、
町
が
主
導
権
を
取
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

【
菊
池
】
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
は

こ
れ
ら
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
大
子
ま
ち
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
袋
田
の
滝
な
ど
の
案

内
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
町
の

様
々
な
情
報
を
提
供
し
、
活
動
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
。

【
農
林
課
長
】
平
成
22
年
よ
り
花

の
苗
や
花
木
の
植
栽
を
実
施
、
本
年

は
茶
畑
の
再
生
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

平
成
27
年
度
か
ら
水
田
の
畑
地
化
を

実
施
。
他
に
、
土
地
改
良
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
農
業
人
口
の
減
少
に
対
す

る
施
策
は
。

【
農
林
課
長
】
新
た
に
就
農
す
る

際
の
助
成
、
機
械
・
設
備
の
導
入
補

助
、国
・
県
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
。

作
業
効
率
化
な
ど
の
検
討
。

【
菊
池
】
ポ
ナ
イ
の
森
な
ど
町
有
地

が
荒
廃
し
て
い
る
。
町
有
地
を
観
光

拠
点
と
し
て
再
整
備
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

【
財
政
課
長
】
町
有
地
の
管
理
は
大

切
だ
が
、
継
続
的
な
維
持
管
理
で
多

額
の
負
担
が
続
く
こ
と
は
財
政
上
好

ま
し
く
な
い
。
廃
校
と
な
っ
た
校
舎

は
、
ロ
ケ
地
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
通
学
路
の
整
備
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
道

路
管
理
者
と
協
議
を
し
て
対
応
す
る
。

【
菊
池
】
松
沼
橋
は
、
取
り
壊
し
が

始
ま
っ
て
か
ら
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
様
子
だ
が
、
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

【
建
設
課
長
】
本
年
２
月
か
ら
令

和
５
年
度
末
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
取
り
壊
し
開
始
時
期
が
早
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特
区
に
対
す
る
町
の
考
え
方
は

国
や
県
の
理
解
が
必
要
で
難
し
い

菊池富也 議員

一般質問

答 問

農
業
や
観
光
の
具

体
的
な
振
興
策
は

いつ壊すのか？いつできるのか？松沼橋



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
須
藤
】
フ
ォ
レ
ス
パ
大
子
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
な
の
か
、
ま
た
整
備
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

【
建
設
課
長
】
町
外
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
へ
通
わ
れ
て
い
る

方
が
い
る
こ
と
や
シ
ニ
ア
層
の

健
康
事
業
へ
の
意
識
高
揚
、
若

年
層
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
需
要
の

高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
。
幅
広

い
世
代
に
利
用
効
果
が
期
待
で

き
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
や
バ

イ
ク
な
ど
の
有
酸
素
器
具
を
多

く
取
り
入
れ
、
筋
力
ア
ッ
プ
を

る
。
経
緯
は
資
料
が
な
い
た
め

分
か
ら
な
い
が
、
自
在
院
に
あ

っ
た
准
胝
観
世
音
菩
薩
の
仏
像

が
性
徳
寺
に
移
さ
れ
保
管
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他

に
不
動
明
王
、
毘
沙
門
天
の
仏

像
が
あ
り
、
平
安
〜
鎌
倉
時
代

の
も
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
る
。
調
査
し
て
み
る
価
値

が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
調
査

方
法
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
事
務
局
の
中
で
検

討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

【
須
藤
】
来
年
は
、
茨
城
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
る
。
茨
城
県
を
全

国
に
売
り
込
む
千
載
一
遇
の
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
。
大
子
町
に
あ

る
文
化
財
を
一
堂
に
会
し
た

「
文
化
財
展
」
や
文
化
財
を
め

ぐ
る
「
文
化
財
巡
り
」
等
を
企

画
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
観
光
商
工
課
長
と
よ

く
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

図
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
も
設

置
し
、
介
護
予
防
か
ら
本
格
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ま
で
可
能
と

す
る
ジ
ム
の
整
備
を
今
回
計
画

し
て
い
る
。

【
須
藤
】
マ
シ
ー
ン
を
取
り
揃

え
て
運
営
す
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
指
導
者
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
い
っ
た
方
の
常
駐
が

不
可
欠
で
は
な
い
か
と
思
う
が

如
何
か
。

【
建
設
課
長
】
今
回
、
設
置
を

計
画
し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
具
は
、
国
内
メ
ー
カ
ー
の
器

具
を
設
定
し
て
お
り
、
使
用
方

法
な
ど
の
説
明
に
つ
い
て
も
日

本
語
表
記
で
分
か
り
や
す
く
利

用
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
の
補

助
が
な
く
て
も
使
用
で
き
る
も

の
を
選
定
し
た
。
今
後
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
意

欲
的
、
継
続
的
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
検
討
し
、
そ
う
し
た

中
で
指
導
者
の
配
置
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
須
藤
】
介
護
予
防
ま
で
幅
広

く
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
の
こ

と
で
あ
れ
ば
、
指
導
者
を
配
置

し
て
よ
り
そ
の
人
に
合
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
っ
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
う
が
如
何
か
。

【
町
長
】
６
か
月
の
試
用
期
間

を
し
て
い
く
中
で
、
そ
う
い
う

要
望
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

【
須
藤
】
大
子
町
に
は
国
指
定

文
化
財
、
県
指
定
文
化
財
、
町

指
定
文
化
財
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
国

指
定
名
勝
が
１
件
、
国
登
録
文

化
財
が
12
件
、
国
選
択
記
録
作

成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形

の
民
族
文
化
財
１
件
、
県
指
定

文
化
財
６
件
、
町
指
定
文
化
財

22
件
、
合
計
42
件
で
あ
る
。

【
須
藤
】
文
化
財
は
ど
う
い
っ

た
手
順
で
指
定
さ
れ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
と
協
議
を
重
ね
確
認
し
た

う
え
で
指
定
の
同
意
を
い
た
だ

く
。
文
化
財
保
護
審
議
会
に
諮

問
し
、
答
申
を
い
た
だ
き
そ
の

結
果
の
採
否

を
決
定
し
告

示
す
る
。

【
須
藤
】
昔
、

依
上
に
自
在

院
と
い
う
お

寺
が
あ
っ
た
。

現
在
は
廃
寺

と
な
っ
て
い
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トレーニングジムが整備された
フォレスパ大子

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
に
指
導
者
配
置
を

６
か
月
の
試
用
期
間
後
検
討
し
た
い

須藤　明 議員

一般質問

准じ
ゅ
ん
で
い胝

観
音
菩
薩
を

町
文
化
財
指
定
に

問答



あん議
と き
会の質問は今？！ 新掲載

　大子まちなかビジョンの中で、旧演奏所（旧ＦＭだいご局舎）を含む大子町役場跡地
については、土地のかさ上げを行った上で広域的な防災拠点「防災道の駅」として整備
することになりました。この計画を踏まえ、演奏所の本設先を改めて検討したところ、
中心市街地に残すことで、地域の情報発信拠点として町民に安心感やにぎわい感を与え、
また、施設から「まち」の動きが見えること、さらには、各中継所までの通信回線が既
に整備されていることから、その敷地内に再建する方向で決定しました。
　なお、再建の手法については、新築、旧演奏所の曳家（ひきや）、防災道の駅耐震化
施設との合築など今後の検討とします。

検討結果　：旧敷地内に再建する方向で決定

　令和元年 10 月の台風第 19 号で局舎
が被災した後、仮局舎で運用を続けてい
るＦＭだいご
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あん議
と き

会の質問は今？！

　今回から始まる新企画！
　今まで議会で質問してきた事業が、その後どのように行われているか、現在の状況をお知ら
せするコーナーです。
　今回は、令和４年３月第１回定例会の予算・決算委員会時に、議員が質問した

「ＦＭだいごの局舎について」です。

質問：ＦＭだいご局舎について、今後設置する場所は決定しましたか？
答弁：検討中のため、決定したら皆さんにお知らせします。



『私たちが大子町をつくる。みがく。輝かせる！』
（令和4年子ども議会テーマ）

令和4年度大子町子ども議会
（オンライン議会）

【議事日程】
日程第１　令和４年度大子町子ども議会の
　　　　　日程について
日程第２　まちづくりに関する質問や提言
日程第３　議案第１号「大子町子ども議会
　　　　　交付金事業」について

　令和４年７月 13 日に子ども議会が開催されました。
　今年も昨年に引き続き、オンラインによる開催で、議長団と執行部（町長や副町長、事業を
担当する課長など）は役場庁舎の議場から、各学校の代表議員は各学校の教室から中継を結ん
で行いました。
　各学校の代表議員は、町内の小中学校 10 校から２名ずつ選ばれ、「まちづくり」に関する質
問や提言、「大子町子ども議会交付金事業」の審議や採決が実施されました。
　議長団には、手塚爽太議長（大子西中）と川井乙葉議長（南中）が選ばれ、スムーズな議事

進行や採決などの大役を努め上げました。
　すべての案件が終了した後、松本教育長が主催者を代
表して講評を述べ、令和４年度子ども議会は無事閉会し
ました。

議会の日程について
令和４年７月13日（水）

日程第１
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令和4年度大子町子ども議会

川井乙葉議長（左）・手塚爽太議長（右）

異議なし



日程第２ 「まちづくりに関する質問や提言」の内容と答弁（一部抜粋）
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令和4年度大子町子ども議会

議　員 質問・提言の内容と答弁内容
１（だいご小）
斎藤 聖矢　議員 ■町立大子研修センターの活用方法について

Ｑ．宿泊学習の場として活用出来ますか。
Ａ．学校の利用や研修などで利用できます。使用する方の年齢制限もありません。（まち
づくり課）

２（依上小）
手塚 悠月　議員 ■通学路の危険について

Ｑ．防犯灯の間隔を狭くして、もっと明るく安全な道にすることはできますか。
Ａ．皆さんの安心・安全を守れるように少しずつ努力していきます。（教育委員会事務局）

３（袋田小）
生井澤 唯　議員 ■大子町の森林資源活用について

Ｑ．各小学校に大子町の木材を使った遊具を設置してはどうでしょうか。
Ａ．材料に愛着を持ってもらう有意義なアイディアです。まずは長期間の安全性面の確
保などを調査していきたいと思います。（農林課）

４（さはら小）
鈴木 琉生　議員

■さはら地区への観光客数と観光客の誘致について 
Ｑ．自転車でさはら地区を訪れた人が「また来たい」と思うような体験ができたら、活
性化すると思いますがどうでしょうか。
Ａ．「茶摘み・和紅茶作り・おやき作り」などの体験メニューを通して「また来よう」と
思われる取組に努めます。（観光商工課）

５（上小川小）
神長 葵　議員

■上小川地域の観光について
Ｑ．男体山・久慈川などの魅力を伝えるため、「上小川アウトドアパーク構想」を提案し
ます。
Ａ．観光客の増加や満足度の向上につながる素晴らしいアイディアです。町もアウトド
ア体験型観光の整備に取り組んでいきます。（観光商工課）

６（生瀬小）
鈴木 茉生　議員

■総合型地域スポーツクラブについて
Ｑ . 総合型地域スポーツクラブ（身近な地域でスポーツに親しむことのできる新しいタ
イプのスポーツクラブ）について提案します。
Ａ．現時点では検討していませんが、中学校の部活改革については、早急に取り組んで
いかなければならないと考えています。（教育委員会事務局）

７（大子中）
片野 温人　議員

■読書のまち宣言について
Ｑ．図書館と本を専門的に扱っている店が 1 店舗しかなく、気軽に本を借りたり購入し
たりできません。どうしたら良いと思いますか。
Ａ．プチ・ソフィアや小中学校図書室では、「遠隔地貸出サービス」や図書支援員を配置
して図書充実に努めています。書店については、書店をやりたい会社があれば、支援し
ていきたいと思います。（教育委員会事務局）

８（大子西中）
小松 悠生　議員

■大子町の魅力発信について
Ｑ . 大子町の良さを多くの人に知ってもらうため、SNS を活用して観光やグルメなどの
若い人が興味を持てる内容を増やしてはどうでしょうか。
Ａ .10 代後半から 20 代の若い世代のフォロワー数が低い傾向にあるので、リール動画
などの短い動画をうまく活用して、発信していきたいと思います。（まちづくり課）

９（南中）
藤井 琉稀　議員

■移動図書館について
Ｑ . プチ・ソフィアには立地や交通の不便さを感じるので、移動図書館を導入してはど
うでしょうか。
Ａ . 実現するには、専用の車両や担当職員確保などの課題があります。他自治体の運営
状況を調査してみたいと思います。（教育委員会事務局）

10（生瀬中）
藤田 和花　議員

■「誰もが安心・安全に暮らせる思いやりに満ちたまちづくり」について
Ｑ . 大子町第 6 次総合計画にある「適切な医療が受けられる体制の充実」として、オン
ライン診察を採用してはどうでしょうか。
Ａ . 大変有効な診療体制でありますが、課題も多くあります。医療機関の協力がなけれ
ば進められないものなので、方針や考えを確認しながら、町ができる支援について検討
を進めていきます。（健康増進課）



日程第３ 議案第１号

「大子町子ども議会交付金事業」の活動計画と投票
順　番 投　票 活動計画

１（大子中）
糸井　心優　議員 Ａ ■大子町の特産物を生かした商品開発

りんごを使った商品開発をするため調理器具の購入などに活用したいです。

２（大子西中）
小松　悠生　議員 Ｂ ■文化祭「仁志輝祭」の実施

来場者や独り暮らしの老人に栽培したサツマイモを配り、地域の人とのつながりを深め
る文化祭にしたいです。

３（南中）
藤井　琉稀　議員 Ａ ■郷土カルタの制作

大子町の自然や歴史などのカルタを支援学校の生徒と共同で作成し、地域の人に披露し
たいです。

４（生瀬中）
加藤　碧乃 議員 Ａ ■地域に開かれた文化祭「輝生祭」の実施

ポスターや招待状のはがき作成、来場者への商品配布などに活用したいです。

５（だいご小）
菊池　典加　議員 Ａ ■大子町を知って　ふれて　楽しんで！

自分たちで調べた大子町の魅力を県内の小学校に発信し、大子町に行ってみたいと思わ
れるようアピールをしたいです。

６（依上小）
田澤　佳歩　議員 Ａ ■依上地区の防犯対策

地域の皆さんに防犯対策のメッセージを発信して、交通などの安全に対する意識を高め
てもらいたいです。

７（袋田小）
根本　獅凰　議員 Ａ ■袋田環境美化事業

育てた花を観光施設に飾ってもらうため、プランター作りに必要な材料代や肥料代にあ
てたいです。

８（さはら小）
我妻　陽介　議員 Ａ ■茶の里さはらアピール計画

おいしいお茶の入れ方や商品開発を行ない、茶の里ならではのお茶の魅力を発信したい
です。

９（上小川小）
川井　大和　議員 Ａ ■地域生活史「上小川ストーリーズ（仮）」の制作

地域の人から身近な話を聞いて、まとめて、冊子を作り、地域の方々にプレゼントした
いです。

10（生瀬小）
藤田　蒼生　議員 Ａ ■ふれあいの森林 (もり ) 活用プロジェクト

学校の脇にある「ふれあいの森林（もり）」に、案内用の看板や宝探しの看板などを設置
したいです。

○投票の結果は・・・
　　Ａ案が９票、Ｂ案が１票ということで、議案第 1号は

これにより各学校への交付金の額（40 万円を分配する金額）が確定しました。
　 ・だいご小 70,000 円　・依上小 37,000 円　・袋田小 37,000 円　・さはら小 30,000 円
　 ・上小川小 35,000 円　・生瀨小 32,000 円　・大子中 63,000 円　・大子西中 33,000 円
　 ・南中　　 32,000 円　・生瀨中 31,000 円

議員が発表した学校ごとの活用計画を、令和 4 年度中に実施することになります！

「Ａ案」に可決決定 しました。

〇高梨町長から示された分配案

Ａ
案

人数が多い学校も少ない学校も同じよう
に金額を配ることを中心に考えた案
学校平等割６５％
　　人数割３５％

Ｂ
案

児童生徒一人一人に同じように金額を配
ることを中心に考えた案
学校平等割３５％
　　人数割６５％
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令和4年度大子町子ども議会

大子町子ども議会交付金事業とは
　自分たちの住む地域の現状を調べて、地域が抱え
る課題を児童生徒が自ら考え、解決してもらうため
の費用です。令和 4 年度交付金事業の総額は 40 万
円で、各学校へ分配する金額を子ども議会で決定し
ます。各学校は決定した交付額の範囲で事業を実施
します。



　

子
ど
も
議
会
終
了
後
に
、
町
議
会
の

金
澤
議
長
と
菊
池
副
議
長
、
子
ど
も
議

会
で
議
長
を
務
め
た
手
塚
議
長
と
川
井

議
長
の
４
人
で
「
議
長
対
談
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

福
田
広
報
委
員
長
の
司
会
で
進
行

し
、
熱
い
の
に
ほ
っ
と
す
る
対
談
が
約

30
分
の
間
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
議
長
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
の
？

【
委
員
長
】
手
塚
さ
ん
、
川
井
さ
ん
、

今
回
の
子
ど
も
議
長
は
ど
の
よ
う
に
し

て
決
ま
り
ま
し
た
か
。

【
手
塚
】
大
子
町
の
こ
と
が
あ
ま
り
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
議
長
を
し
て
、

何
か
わ
か
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た

（
他
薦
で
す
）
。

【
川
井
】
私
は
生
徒
会
長
を
や
っ
て
い

て
、
議
長
が
南
中
に
回
っ
て
く
る
順
番

だ
っ
た
の
で
、
代
表
し
て
や
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
ど
う
し
て
議
長（
副
）を
決
意
し
た
の
？

【
委
員
長
】
金
澤
議
長
と
菊
池
副
議
長

は
ど
う
し
て
議
長
や
副
議
長
に
な
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
か
。

【
議
長
】
今
ま
で
の
議
員
の
経
験
を
生

か
し
、
も
っ
と
大
子
町
の
役
に
立
て
れ

ば
い
い
な
と
思
い
決
意
し
ま
し
た
。

【
副
議
長
】
先
輩
議
員
に
あ
た
る
金
澤

議
長
と
力
を
合
わ
せ
、
大
子
町
を
盛
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
決
意

し
ま
し
た
。
議
長
を
や
り
た
い
気
持
ち

も
少
し
あ
り
ま
し
た
（
笑
）
。

■
議
長
を
終
え
て
の
感
想
は
？

【
委
員
長
】
手
塚
さ
ん
、
川
井
さ
ん
、

子
ど
も
議
会
が
終
わ
っ
て
、
今
は
ど
ん

な
感
じ
で
す
か
。

【
川
井
】
そ
ろ
そ
ろ
生
徒
会
長
が
終
わ
る

の
で
（
子
ど
も
議
会
が
終
わ
っ
て
）
安
心

し
て
い
ま
す
。

【
手
塚
】
す
ご
く
緊
張
し
て
い
た
の
で
、

や
り
切
れ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
議
会
を
視
聴
し
た
感
想
は
？

【
委
員
長
】
モ
ニ
タ
ー
で
見
て
い
た
議

長
と
副
議
長
に
感
想
を
伺
い
ま
す
。

【
議
長
】
二
人
と
も
言
葉
が
は
っ
き
り
し

て
い
て
聴
き
や
す
い
し
、
ほ
か
の
議
員
へ

の
気
遣
い
も
感
じ
ら
れ
、
初
め
て
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

【
副
議
長
】子
ど
も
議
会
の
レ
ベ
ル
が
年
々

上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
第
６
次

総
合
計
画
の
話
が
出
て
き
た
時
は
、
ち
ょ

っ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

【
委
員
長
】
私
も
「
す
ご
い
な
！
大
子
の

子
ど
も
達
」
と
率
直
に
感
じ
ま
し
た
。

《
子
ど
も
議
長
か
ら
正
副
議
長
へ
の
質
問
》

■
議
長
と
し
て
の
や
り
が
い
と
は
？

【
委
員
長
】
手
塚
さ
ん
、
川
井
さ
ん
、
議

長
や
副
議
長
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

【
手
塚
】
議
長
を
や
っ
て
い
て
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

【
議
長
】
議
長
に
は
議
会
を
仕
切
る
権
限

が
あ
り
、
上
手
に
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。
議
会

の
代
表
と
し
て
、
責
任
感
と
や
り
が
い
は

常
に
感
じ
て
い
ま
す
。

■
人
前
で
話
す
時
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
？

【
川
井
】
議
員
に
な
る
と
人
前
で
話
す
こ

と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
意
識
し

て
い
る
こ
と
や
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。　

【
副
議
長
】
実
は
私
、
話
を
す
る
の
が
苦

手
な
ん
で
す
。
議
員
だ
か
ら
み
ん
な
得
意

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
で
す

か
ら
、
あ
ま
り
難
し
い
話
を
頭
に
詰
め
込

ん
で
す
る
の
で
は
な
く
、
体
験
し
た
こ
と

を
多
く
話
す
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

《
議
長
か
ら
子
ど
も
議
長
へ
の
質
問
》

■
大
子
町
の
い
い
と
こ
ろ
と
残
念
な
と
こ

ろ
は
？

【
委
員
長
】
若
者
の
生
の
声
が
聞
け
る

折
角
の
機
会
な
の
で
、
何
で
も
質
問
し

て
く
だ
さ
い
。

【
議
長
】
子
ど
も
議
会
で
は
、
各
議
員
が

大
子
町
を
良
く
す
る
た
め
の
提
案
や
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。
お
二
人
は
、
議
長
の
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職
務
が
あ
り
自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
思
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
大
子
町
の
い
い
と
こ
ろ
と
残

念
な
と
こ
ろ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
手
塚
】
大
子
町
は
す
ぐ
そ
こ
に
自
然
が

あ
っ
て
、
す
ぐ
に
馴
染
め
る
と
こ
ろ
が
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
と
こ
ろ
は
、

交
通
網
が
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
電
車

を
一
本
乗
り
過
ご
し
た
ら
、
１
時
間
以
上

待
た
な
け
れ
ば
乗
れ
な
い
こ
と
で
す
。

【
川
井
】
私
も
自
然
が
き
れ
い
だ
な
と
感

じ
ま
す
。
観
光
地
で
な
く
て
も
身
の
回
り

に
自
然
が
あ
る
っ
て
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
残
念
な
と
こ
ろ
は
、
街
か
ら
遠
い
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
お
年
寄
り
が
、
病
院

へ
行
く
の
に
時
間
が
掛
か
る
の
で
、
も
っ

と
便
利
な
交
通
手
段
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

【
議
長
】
身
近
な
と
こ
ろ
に
自
然
が
あ
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
は
私
も
実
感
し
て
い
ま

す
。
交
通
の
不
便
さ
に
つ
い
て
は
、
病
院

で
送
迎
を
担
う
た
め
の
費
用
の
一
部
を
行

政
が
補
助
し
た
り
、
Ａ
Ｉ
タ
ク
シ
ー
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
少
し
で
も
不
便

さ
を
解
消
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
新
し
い
展
開
と
し
て
、
私
た

ち
に
は
思
い
も
つ
か
な
い
、
み
ん
さ
ん
の

発
想
が
形
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

《
副
議
長
か
ら
子
ど
も
議
長
へ
の
質
問
》

■
10
年
後
の
大
子
町
ほ
ど
う
な
っ
て
る
？

【
副
議
長
】
大
子
町
で
は
年
間
４
０
０
人

程
度
の
人
口
が
減
少
し
て
い
て
、
こ
の
ま

ま
で
は
10
年
後
、
１
万
１
千
人
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
10
年
後
の
大
子
町

を
考
え
た
と
き
、
人
口
減
少
の
対
策
で
も

理
想
で
も
い
い
の
で
、
お
二
人
の
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
川
井
】
10
年
後
は
、
さ
ら
に
子
ど
も
が
減

っ
て
、
私
た
ち
の
学
校
も
統
合
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
人
口
を
増
や
す
と
い
う
よ
り
も
、

常
陸
大
宮
市
や
常
陸
太
田
市
と
連
携
し
て
、

少
な
い
人
数
で
も
成
長
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
手
塚
】
ま
す
ま
す
人
が
減
る
の
で
、
人

を
呼
び
込
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
若
い
人
を
引
き
込
む
た
め
に
、
大

自
然
の
特
色
を
生
か
し
て
何
か
で
き
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

■
議
員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
副
議
長
】
非
常
に
参
考
な
り
ま
す
。
私

が
10
年
後
の
未
来
を
考
え
た
時
、
今
と

同
じ
よ
う
な
気
力
で
議
員
活
動
が
行
え

る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
若
い
人
の
意
見
と
我
々
の

よ
う
な
経
験
豊
か
な
人
間
の
意
見
を
う

ま
く
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
今
か
ら
10
年
後
の
未
来
で
、

お
二
人
も
議
員
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
委
員
長
】
ま
さ
か
の
議
員
ス
カ
ウ
ト

宣
言
で
す
ね
。
町
議
会
の
立
候
補
は
25

歳
か
ら
な
の
で
、
10
年
後
は
ち
ょ
う
ど

い
い
年
齢
に
な
る
ん
で
す
け
ど
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【
川
井
】
今
回
の
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、

議
員
が
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
の
か

興
味
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。

【
手
塚
】
私
は
ほ
か
に
夢
が
あ
る
た
め
で

き
ま
せ
ん
が
、
今
回
議
長
を
し
て
、
こ
う

い
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、

何
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

【
副
議
長
】
若
い
人
た
ち
が
政
治
に
関
心

を
持
つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の

先
、
議
員
を
す
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
か
ら
ね
。

【
委
員
長
】
議
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
動
画
の
配
信
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
最
後
に
金
澤
議
長
か
ら
ひ
と

言
お
願
い
し
ま
す
。

■
議
長
か
ら
お
二
人
へ

【
議
長
】「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
新
し
い
も

の
が
見
え
て
来
る
」
こ
れ
は
私
の
好
き
な

言
葉
で
す
。
新
し
い
事
を
た
く
さ
ん
学
び
、

知
識
を
身
に
付
け
、
よ
り
広
い
世
界
で
生

き
て
い
け
る
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
お
疲
れ
様
で
し
た
。

【
委
員
長
】
そ
れ
で
は
10
年
後
、
お
二
人

が
ど
う
い
う
大
人
に
な
っ
て
い
る
か
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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私
が
今
、
一
番
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
は
勉
強
で
す
。

理
由
は
、
兄
と
同
じ
高
校
に

入
学
し
た
い
か
ら
で
す
。
兄

は
私
と
歳
が
離
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
私
の
憧
れ
の
存

在
で
す
。
ま
た
、
兄
は
学
習

意
欲
が
高
く
、
何
で
も
そ
つ

な
く
こ
な
す
た
め
、
私
の
ラ

イ
バ
ル
的
存
在
で
も
あ
り
ま

す
。
私
も
そ
ん
な
兄
の
よ
う

に
な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
勉

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわわ
くくくくくわ

た
し
の
夢

強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
難
し
い
英
語
と
数
学
の

学
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
他
の
教
科
の

学
習
が
後
回
し
に
な
っ
て
し

ま
い
、
テ
ス
ト
で
力
を
発
揮

で
き
る
教
科
と
、
十
分
に
発

揮
で
き
な
い
教
科
の
差
が
ひ

ら
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
す
べ
て
の
教
科
に
力

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
時
間
を
確
保
し
て
い

き
た
い
で
す
。
具
体

的
に
は
、
勉
強
の

取
り
か
か
り
を
早

く
し
、
計
画
的
に
学

習
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。

生瀬中学校３年
藤
ふ じ た

田　和
わ か

花さん

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

▽
８
月
31
日
（
水
）
開　
　

会

▽
９
月
１
日
（
木
）〜
４
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

休　
　

会

　
　
　
　
　
　

自
宅
審
議

▽
５
日
（
月
）
一
般
質
問

▽
６
日
（
火
）
一
般
質
問

▽
７
日
（
水
）
一
般
質
問

▽
８
日
（
木
）

　
　
　

予
算
決
算
委
員
会

▽
９
日
（
金
）

　
　
　

予
算
決
算
委
員
会

▽
10
日
（
土
）
〜
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

自
宅
審
議

▽
12
日
（
月
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

福　

田　

祥　

江

副
委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

金　

澤　

眞　

人

委　
　

員　

菊　

池　

靖　

一

　

待
ち
に
待
っ
た
新
庁
舎
が
つ

い
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
今
年
の
４
月
に
完
成

す
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

や
世
界
情
勢
の
影
響
で
建
設
工

事
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
度
の
庁
舎
は
「
林
業
の
盛

ん
な
ま
ち
」
を
象
徴
す
る
「
純

木
造
」
の
２
階
建
て
。

　

気
に
な
る
新
庁
舎
の
使
い
始

め
は
９
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

ま
す
！

　

い
よ
い
よ
庁
舎
が
木
に
な
り

ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
お
聴
き
く
だ

さ
い
。

　

放
送
日
や
時
間
な
ど
は
Ｆ
Ｍ

放
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
、
非
常
に
刺
激
を
受

け
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
生
涯
に
お
い
て
た
っ

た
一
度
の
機
会
を
た
く
さ
ん

失
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

も
現
状
を
た
く
ま
し
く
生
き

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
学
習
能
力
を
身
に
着

け
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち

が
未
来
を
失
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
小
さ
な
町
の

小
さ
な
議
会
で
す
が
、
世
界

に
発
信
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
平
和
を
！

　

議
員
と
し
て
、
議
会
と
し

て
の
使
命
と
は
何
か
を
改
め

て
自
分
に
問
い
か
け
て
い
ま

す
。

（
川
井
正
人
）

あ
と
が
き

9
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ


